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三和まちづくりアンケート

結果報告（ダイジェスト版）
次の５年、もっと住みやすい「三和町」つくっていくために。

231件の声、ありがとうございました！
平成２７年に策定した三和まちづくりビジョンを見直すため、三和町の

皆様が本当に必要としていることを知るためのアンケート。全世代から対
象者の約７割（回収率６９．２％）という非常に多くの方にご協力いただ
きました。配付や回収にご協力いただいた三和町自治会長会の皆さまもあ
りがとうございました。

実施目的 ①三和町のまちづくりビジョンの見直しのため、地域の課題やニーズを
把握すること
②これまでの三和まちづくり協議会の活動に対する意見を聞くこと

実施期間 令和７年１２月１日（月）～１２月２６日（金）

実施方法 自治会による配付

対象 三和町に住んでいる中学生以上

回答数 ２３１件 （配付数）３３４件 （回収率）６９．２％

85％の人が

三和町に愛着を

持っています！

86％の人が今後も

三和町に住み続けたい
と答えています！

これからも三和まちづくり協議会

として、地域の皆さまが「三和っ

て楽しい、住んでよかった」と思

えるまちづくりを進めていきます

ので今後も皆さまのご協力をよろ

しくお願いいたします。

まち協の
Instagram
です！
ぜひフォローを
お願いします！

三和まちづくり協議会の活動へのご意見
◎三和まちづくり協議会が行っている活動についても、
「重要度」と「満足度」でアンケート調査を行いました。
その結果、町外の人向けの「PR・イベント」よりも、自
分たちの生活に直結する「身近な安全・環境整備」などが
求められていることがわかりました。

【新たな三和まちづくりビジョンの策定に向けて】

Step1

Step2

Step3

Step4

R7.12~R8.4
三和まちづくりアンケートの実施及び結果共有

ビジョン作成に向けた
座談会・ワークショップ等の実施

取り組むべき課題の優先順位付け及び
活動内容の検討（執行部で実施）

三和まちづくりビジョンの完成！

三和まちづくりビジョン策定に向けて、今後も地域の皆
さまの意見を聞きながら進めていきたいと考えておりま
す。ぜひお気軽にご意見をお寄せください！

どんな人が答えてくれたの？

10代～30代
（約10％）

40代～50代
（約29％）

60代
（約21％）

70代以上
（約38％）

中学生から８０代以上まで幅広い世代の声が集まりました！

令和８年度
中に実施予
定です。
※現時点での
予定ですので、
変更すること
がございます。



◎三和まちづくりアンケート結果の紹介

毎日の暮らしの中で、いま一番
「なんとかしてほしい！」ことは？

三和が大好き。
でも少し先の未来に不安もあります。

【世代別のホンネ】
みんなの困りごとは少しずつ違います！

【重要ピックアップ】
自分の子どもに、この地域に住んでほしい？

10代～30代
（若者・子育て世代）

40代～60代
（働き盛り世代）

70代以上
（シニア世代）

結婚支援
子どもの遊び場
子育ての相談窓口

人とのつながりや
子育て支援を求め
ている

鳥獣害対策
農地山林維持
道路河川の管理

鳥獣害・農地管理
移動支援
地域の付き合い

環境保全やインフ
ラの管理を求めて
いる

『生活全般の
サポート』に
困り感が強い

地区で異なる
困りごと

下川浦

1.鳥獣害対策
2.地域の商店
3.移動支援

自然・
インフラ管理

廿屋

1.鳥獣害対策
2.農地山林対策
3.道路河川維持

自然・
インフラ管理

川浦

1.相談できる場所

2.子育て支援
3.結婚支援

人間関係支援

こちらに掲載されている情報は三和まちづくりアンケート結果の抜粋です。
アンケート結果は右の二次元コードからも見ることができますので、ぜひご覧ください！

世代間のギャップに注目

全体としては、半数以上が「住ん
でほしい」と答える一方で、

特に10代～30代の若い世代
では、「住んでほしくな
い・できるなら転居した
い」と考える割合が半数近
くにのぼります。次世代が

「住み続けたい」と思えるまちづ
くりが私たちが向き合うべき大き
な課題です。

※ギャップ値とは？ アンケートの「重要度」から「満足度」を引いた数値となります。この数値が
大きいほど地域の皆様が重要だと思っているが、満足していない地域の課題と言えます。
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